
 

 

 

原中生のしおり 

 

 

 

 

掛川市立原野谷中学校 

（ 令和６年３月作成 ） 



学校のあゆみ 

昭和 35年 4月 1日 掛川市立原泉中学校、同原田中学校、同原谷中学校の廃校により三校を合併 

して創立、三教場で分散授業 

昭和 35年 9月 1日 新校舍建築起工式 

昭和 36年 3月 20日 第 1回卒業式各教場にて挙行 

昭和 36年 8月 15日 鉄筋三階建校舍竣工 

昭和 36年 10月 1日 三教場より全員新校舎に移転 

昭和 36年 12月 1日 校舎落成式挙行 

昭和 38年 1月 30日 校歌・校訓制定 

昭和 46年 9月 9日 プール完成落成式挙行 

昭和 50年 4月 1日 学区変更により原泉地区生徒は掛川市立北中学校に転出 

昭和 52年 2月 1日 体育館完成 

昭和 53年 11月 15日 校旗作成 

昭和 61年 10月 7日 本館耐震工事完成 

昭和 63年 3月  北校舎改築工事完成 

昭和 63年 12月  清麗の庭完成 

平成 4年 10月  コンピューター教室完成 

平成 6年 3月  清麗の鐘完成 

平成 7年 4月  グランド拡張 

平成 14年 8月  多目的室調べ学習用パソコン導入 

平成 15年 9月  学校給食開始、給食室完成 

平成 16年 6月  「清麗の鐘」復活セレモニー 

平成 17年 2月  県教委「きれいな学校コンクール」優秀賞受賞 

平成 17年 7月  小笠中体連女子総合杯獲得 

平成 17年 11月  静岡県教育委員会指定参加型防災訓練推進モデル校事業研究発表 

平成 18年 10月 28日 ねんりんピック開会式出演 

平成 18年 11月 22日 公開授業研修会 

平成 19年 2月  キャリアスタートウィーク実施 

平成 21年 10月 31日 50周年記念式典 清麗の庭 整備 「光を受けて」設置 

平成 22年 5月 31日 太陽光発電設備完成 

平成 23年 3月 5日 新体育館完成 

平成 24年 1月 26日 文部科学大臣「キャリア教育」表彰 

平成 24年 1月 31日 外トイレ完成 

平成 28年 11月 20日 静岡県地域防災活動学校防災活動の部知事褒賞 受賞 

平成 29年 3月 15日 最優秀レジリエンス賞受賞 

令和元年 11月 1日 掛川市教育委員会指定原野谷学園小中一貫教育研究発表会 

 

 



校 章      校    訓  心ゆたかに 

学校教育目標    夢を抱き りりしく歩む 原中生 

重 点 目 標   自ら考え 高め合う 

 

 

生徒心得 ～みんなで安心・安全な生活をするために～ 

校訓「心ゆたかに」を胸に、学習・生徒会活動・学級活動・部活動等に全力で取り組む生徒像は、 

原野谷中学校最大の目標です。 

◎ 社会のルール・社会常識を守り、正しい判断で行動をしよう。 

◎ 生徒会の決議事項・学校指示事項はみんなで守り、実践しよう。 

 

登下校の時刻 

 （ア）8：00までには登校し、教室へ入る。 

（イ）8：05までに提出物・バッグ等を片付け、着席した状態で「清麗の鐘」を聞く。 

（ウ）8：05までに着席していない場合には「遅刻」とする。（出席簿に記載） 

 

服装・身なり 

1．制服  

［掛川市指定ジャケット・スラックス・スカート］ 

（ア）掛川市教育委員会の承認を受けた販売店で取り扱われているもの。 

（イ）加工・改造をしない。 

（ウ）ジャケットの下には、ワイシャツかポロシャツを着用する。 

［学生服］ 

（ア）標準マークの入った既製のもの。 

  （イ）加工や改造をしない。袖ボタン２個、胸ボタン５個をつける。 

 （ウ）学生服の下には、ワイシャツかポロシャツを着用する。 

［セーラー服（夏服・冬服）］ 

 （ア）学校指定の既製のもの。ネクタイをつける。 

（イ）上着の丈は、下着が見えない長さにする。 

（ウ）スカート丈は、ひざが全て隠れるようにする。 

２．体操服・ハーフパンツ・ジャージ 

（ア）原野谷中指定のものとする。（令和６年度から新しくなるが、これまでのものも着用可。） 

（イ）内側のタグに記名する。 



３．年間を通じての装い 

（ア）校内ではクリップ式の名札を上衣につける。 

学生服・セーラー服 ： 冬服 ＝ 左胸に、プレート製の名札の四隅を縫いつける。 

夏服 ＝ 布製の名札をつける。※クリップ式に変更可。 

（イ）靴下は、白・黒・紺・グレーで無地のもの。（くるぶしに付くワンポイントは可）。 

（ウ）履き物 

（a）体育の授業に適した運動靴とする。色は白・黒・紺・グレーを基調とする。 

（b）上靴は、青のラインのあるものとする。 

  （c）体育館シューズは、学校指定のものとする。 

（エ）その他 

（a）肌着を着用する。（上着から透けて見えないもの） 

（b）制服の下には体操着を着ない。（体操着を肌着の替わりにしない。） 

（c）ベルトは黒色とする。 

（d）更衣期間は設定しない。TPO（時／場／目的）に合わせて保護者と相談して決める。 

４．防寒具 

（ア）厳冬期には防寒のため、通学時にセーター・カーディガン・ベスト・マフラー・手袋・耳当て 

・ウインドブレーカー、スカートの代わりに下ジャージを着用してもよい。 

防寒具はバックに入れて自己管理する。また、タイツやレギンスの着用も可とする。 

（イ）セーター、カーディガン、ベストの色は、白・黒・紺・グレーで無地の物。ワンポイントは可。 

    襟首や裾、袖口から必要以上にはみ出さない長さのものとする。 

    校舎内での着用も可とする。 

（ウ）マフラー・手袋等の色の指定はないが、華美でないものとする。校舎内での使用は不可。 

（エ）ウインドブレーカーは、通学時や部活動等での着用可。 部活動等で共同購入したもの等、 

家にあるものでよい。 

５．頭髪と装飾品 

（ア）頭髪は、学校生活の妨げにならず、自然な髪型とする。 

（イ）髪が肩についたらしばる。横の髪で顔が隠れないようにする。ゴムまたは、目立たない小さい 

ピンで止める。色は黒・茶・紺。髪飾りをつけない。 

（ウ）前髪が目にかからないようにする。ヘアスプレー等は使用しない。 

（エ）頭髪および、眉の色は自分本来の色とし、脱色や染色、パーマなどの加工をしない。 

（ただし特別な事情がある場合は、保護者から申請することができる。） 

（オ）リップクリーム・制汗シートは、無色無香料のものを使用してもよい。 

（カ）装飾品（ピアス、ネックレス、ミサンガ等）は一切身につけない。 

６．カバン類  学校指定のメインバッグ、サブバッグを使用する。 

７．その他 

（ア）通学時および、校内では、学校で指定する制服を正しく着用することを原則とする。 

（掛川市新制服着こなしガイドライン参照） 

（イ）酷暑時期の通学では、保護者と相談の上、各自の判断で熱中症対策グッズを使用してよい。 



（ウ）不要物（学校生活に直接必要のない物全て）を校内に持ち込まない。 

（エ）持ち物全てに氏名を書く。上靴、外靴、体育館シューズはかかとに記名する。 

制服のスカート・ズボンは内側に記名する。 

 

通学 

１．保護者と相談し、安全な通学路を決める。 

２．通学は、徒歩通学または自転車通学とする。 

３．自転車通学範囲は、以下の①～③のいずれかに当てはまるものとする。 

（ア）次の地区、またはそれ以遠にすむ生徒。 

西之谷、久居島、平島、正道、栃原、高山、細谷、西山、本郷南、サングリーン 

（イ）自宅から学校まで片道２㎞以上ある生徒 （原谷駅以南、原田駐在所以北） 

（ウ）特別な事情により保護者が申請を出した生徒で、自転車通学が適当と認められた生徒 

４．自転車通学者は、次のことを守る。 

（ア）年度当初、『自転車通学願い』を学校に提出し、自転車に学校が交付した鑑札をつける。 

（イ）『自転車通学願い』に記された約束を厳守する。雨天時はカッパを着用し、傘は使用しない。 

（ウ）自転車の前輪の泥除けに、自分の名前を書く。メインバックは、前カゴに入れず背負う。 

（エ）通学用自転車の条件は、次の通り。 

（a）実用軽快車または、変速機つき自転車(変速機は、外装６段、内装５段程度まで) 

（b）前かごを付け、荷台は幅の広いものを取り付ける。(横かごは禁止)   

（c）スタンドは両足スタンド、ハンドルは通学に適したものにする。 

（カ）自転車保険に加入する（有効期限を必ず確認する）。 

５．その他 

（ア）公共の交通ルールやマナーを厳守する。特に自転車１列を守る。 

（イ）徒歩通学者が登下校に自転車を使用することはできない。ただし、何らかの理由で特別に配慮 

を要する場合には、申し出があれば自転車使用を許可することもある。 

（ウ）自転車通学ルールが守れない時には、自転車使用を停止することがある。 

 

願い・届出事項 

１．欠席・遅刻・早退・欠課・見学（保健体育、部活動等）の場合は、保護者が健康観察フォームを 

用いて報告する。 

２．登校後は外出禁止。 

３．校具・備品を破損した場合は、学校に申し出て指示を受ける。 

４．捨得物・紛失物がある場合は、学校に申し出る。 

５．特別な事情により、徒歩・自転車以外で通学する場合は、学校へ申し出る。 

６．学割証や在学証明書が必要な場合は、学校へ申し出る。 

７．住所・姓名・保護者を変更した場合は、証明できるものを学校へ提出する。 

 

 

 



原野谷中 いじめに対する行動宣言 

一、 原中生は「笑顔」でいることを忘れない。 

一、 原中生は「個性」を認め、尊重する。 

一、 原中生は「友情」を育み、高め合う。 

一、 原中生は「挨拶」という文化に誇りをもつ。 

一、 原中生は「感動」を共有し、分かち合う。 

原中生は、以上を宣言し実行することで、清く麗しい学校を築くことをここに誓う。 

平成 31年 3月 11日 

掛川市立原野谷中学校生徒会 

  



原野谷中学校生徒会規約 

第 1章 会の名前 

第 1条 この会の名前を原野谷中学校生徒会とする。（以後この会を生徒会という） 

第 2章 会 員 

第 2条 原野谷中学校の生徒は全員生徒会の会員になる。 

第 3条 生徒会会員は平等の権利があり、生徒会の約束を守る義務がある。 

第 3章 目 的 

第 4条 生徒会の目的は、会員がつねに原野谷中学校の生徒であるという誇りと自覚をもって、 

自主的協力的に活動し、明るく豊かな学校生活をつくりあげていくことである。 

第 4章 活動機関 

第５条 生徒会はその目的をはたすためにつぎの機関をおく。 

１．生徒会本部       ２．代議員会           ３．専門委員会と検討委員会 

４．部活動会と部長会    ５．通学区会           ６．学級プログラム委員会 

７．学年プログラム委員会  ８．その他必要と思われる機関 

第５章 生徒会本部役員 

第 6条 生徒会につぎの本部役員をおく。 

会長 1名  副会長 2名  書記 2名 

第 7条 会長、副会長は会員の選挙で選ばれる。（校長先生の承認を得て任命される。） 

第 8条 会長は、書記と各専門委員長・副委員長を指名する。 

（校長先生の承認を得て、生徒会長から任命される。） 

第 9条 会長は生徒会の代表者として生徒会をまとめる。 

副会長は会長をたすけ、会長が欠席のときはかわりに仕事をする。 

第 10条 書記は生徒会の記録の仕事をする。 

第 6章 生徒大会 

第 11条 生徒大会は生徒会の最高議決機関として次のことをする。 

１．生徒会の活動計画の審議 

２．代議員会の提出議案の審議 

第 12条 生徒大会は年間 1回以上開催しなければならない。しかし、会長は代議員会か全会員の 

４分の１以上の要求があれば、臨時に開かなければならない。 

第 13条 生徒大会の運営は本部役員が行う。 



第 7章 代議員会 

第 14条 代議員会は生徒会活動の中心機関として水のことをする。なお、代議員会は生徒大会に 

次ぐ機関で、議決することができる。 

１．生徒会年間活動計画の作成 

２．活動状態の検討等 

第 15条 代議員会は本部役員、正副専門委員長と各学級からえらばれた男女 2名の中央委員に 

よって構成する。 

ただし必要に応じて会員の出席を求め、意見を聞くことができる。 

代議員会は会員に公開される。 

第 16条 会長は代議員会を代表し、代議員会は必要に応じて開かれる。 

会長は必要に応じて代議員を召集し臨時に開くことができる。 

第 8章 専門委員会と検討委員会 

第 17条 専門委員会は生徒大会と代議員会で議決されたことがらを実行する機関である。 

そしてこの中にはつぎの委員会がある。 

１．中央委員会   ２．風紀委員会   ３．環境委員会 

４．健康委員会   ５．情報委員会 

第 18条 どの委員会へも学級でえらばれたそれぞれの委員が参加する。 

第 19条 それぞれの専門委員会は前期・後期の初めに活動計画をつくり、代議員会または生徒大会で 

承認されなければならない。年度末には活動報告書を代議員会に提出しなければならない。 

第 20条 検討委員会は本部役員と正副専門委員長によって構成する。 

第 21条 検討委員会は活動計画の調整、活動の反省などを行い、専門委員会活動の推進となる。 

第 9章 部活動会と部長会 

第 22 条 部活動は集団活動による人格形成と体力増進、および個性の伸長をめざす活動組織である。 

第 23条 部員はその中から部長 1名、副部長数名を選ぶ。 

第 24条 部活動はつぎのとおりである。 

１．野球       ２．バレー      ３．男子ソフトテニス 

４．女子ソフトテニス ５．ソフトボール   ６．バスケット    ７．美術 

第 25条 各部長は必要に応じて部長会に出席し、活動の調整を行う。 

第 10章 通学区会 

第 26条 通学区会は同じ通学区に住む会員が校外生活のいろいろな問題を協議する組織である。 

通学区会は必要に応じて開かれ、会員はその中から区長 1名、副区長 1名をえらぶ。 

第 27条 通学区はつぎのとおりである。 

１．西之谷 ２．久居島   ３．平島・正道 ４．栃原・桑地 

５．高山  ６．宮ヶ島    ７．寺田  ８．幡鎌 

９．西山  10．本郷西（南）  11．本郷西（北） 12．本郷東（南）  



13．本郷東（北） 14．本郷南        15．細谷  16．サングリーン 

第 11章 学級プログラム委員会 

第 28条 学級プログラム委員会は、学年プログラム委員会のもととなる機関である。住みよい学級 

をつくるために中央委員と班長を中心につぎのことを協議する。 

１．学級内の問題 

２．学年プログラム委員会への要望等 

第 29条 中央委員と専門委員は学級プログラム委員会の意見が生徒会に反映するようにつねに努力 

しなければならない。 

第 12章 学年プログラム委員会 

第 30条 学年プログラム委員会は学年内の問題を協議する機関である。この委員会には各学級から 

中央委員と班長が参加し、必要に応じて開く。 

第 13章 会議の成立と議決 

第 31条 生徒大会および、それぞれの委員会と部長会は構成人員の 3分の 2以上の出席がなければ 

大会または会議を開くことはできない。 

第 32条 採決には特別の定めのある場合をのぞいて出席者の過半数を必要とする。また、可否同数 

の場合は議長がその責任において採決する。 

第 14章 顧問の先生 

第 33条 生徒会本部および、それぞれの委員会、部活動、通学区はそれぞれの顧問の先生の指導 

助言を得て活動する。また、生徒大会と代議員会の議決事項は校長先生の許可を得て実行 

に移される。 

第 15章 活動期間と役員選出 

第 34条 生徒会の活動期間をつぎのようにする。 

前期 4月 1日から生徒大会までを原則とする。 

後期 生徒大会から 3月 31日を原則とする。 

第 35条 本部役員、正副専門委員長の任期は通年とする。 

選挙の方法についてはそれぞれの規定による。 

第 16章 規約の改正 

第 36条 生徒会の規約を改正する時は代議員会の過半数の賛成で提案し、生徒大会で、全会員の 

過半数の賛成を必要とする。 

第 17章 補則 

第 37条 生徒会の規約には細則をもうけることができる。 



第 38条 生徒会の規約は公示の日から施行する。 

昭和 37年 4月 1日 

昭和 45年 4月 1日改正 

昭和 48年 4月 1日改正 

昭和 50年 4月 1日改正 

昭和 55年 4月 1日改正 

昭和 63年 4月 1日改正 

平成元年 4月 1日改正 

平成 2年 4月 1日改正 

平成 5年 4月 1日改正 

平成 7年 4月 1日改正 

平成 9年 4月 1日改正 

平成 16年 4月１日改正 

平成 21年 4月 1日改正 

平成 24年 4月 1日改正 

平成 29年 4月 1日改正 

生徒会規約を変更する 

 

 

生徒会選挙規定 

第 1章 総 則 

第 1条 この規定は生徒会規約第 5章第 7条の規定にもとづき、正副会長選挙について適用する。 

第 2条 選挙は 7月に行うことを原則とする。 

第 3条 会員はすべて選挙権、被選挙権をもつ。（7月の選挙は 3年生に被選挙権はない。） 

第 4条 前期生徒会本部役員・専門委員長のうち過半数を原則として 3年生で構成する。 

後期生徒会本部役員・専門委員長のうち過半数を原則として 2年生で構成する。 

第 2章 選挙管理委員会 

第 5条 生徒会は選挙事務を行うために選挙管理委員会（以下選管という）をおく。 

第 6条 選管は選挙を行うつど、各学級より 2名を出し構成する。 

第 7条 選管は次のことをする。 

   １．選挙の告示 

   ２．投票用紙の作成 

   ３．ポスター用紙の準備 

   ４．立候補者の受付発表 

   ５．立会演説会を開く 

   ６．選者の発表 

   ７．その他選挙に関する一切の仕事 



第 3章 立候補 

第 8条 役員の選出は原則として立候補制とする。 

第 9条 立候補者は責任者明記の上所定の期日までに選管に提出する。 

第 10条 責任者は立候補者の推薦演説を行い、立候補者についてすべて責任を持つ。 

第 4章 選挙運動 

第 11条 選挙運動の期間は告示の日より投票日前日までとする。 

第 12条 ポスターは候補者 1名につき 3枚とし、選管指定の場所に掲示する。 

第 13条 立候補者は選の主催する立会演説会において意見発表をすることができる。候補者、責任者 

の発表は原稿用紙 3枚以内とし、また必要に応じて選管の許可を得て校内放送、学級訪問 

を行い、意見を発表することができる。 

第 5章 選 挙 

第 14条 選挙は告示の日より 10日以内に行うことを原則とする。 

第 15条 役員選挙は①立候補者が 3名以下の場合は、無記名投票の任投票とし、過半数に達した者 

を当選とする。②立候補者が 4名以上の場合、3名以内の無記名投票により、上位 3名を 

当選とする。 

第 16条 当選者 3名で話し合い、会長、副会長を決める。 

第 17条 当選者が 3名に満たない場合は、もう一度立候補を受け付け、選挙を行う。 

第 6章 補 則 

第 18条 選挙の結果は会員に発表され校長先生の承認を得て任命される。 

第 19条 その他こまかいことについては選管によりその都度決定する。 

第 20条 立候補者が 1名の場合は信任投票を行うことができる。 

 


